
　

リ

ン

ナ

イ

グ

ル

ー

プ

で

、

電

子

制

御

ユ

ニ

ッ

ト

や

給

湯

器

用

リ

モ

コ

ン

な

ど

を

製

造

し

て

い

る

「

ア

ー

ル

・

ビ

ー

・

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

ズ

」

（

Ｒ

Ｂ

Ｃ

）

は

２

０

２

１

年

４

月

、

設

立

�

周

年

の

タ

イ

ミ

ン

グ

で

本

社

ビ

ル

を

増

改

築

、

Ｚ

Ｅ

Ｂ

　

Ｒ

ｅ

ａ

ｄ

ｙ

（

ゼ

ブ

・

レ

デ

ィ

）

を

取

得

し

た

。

築

�

年

の

既

存

棟

と

、

ほ

ぼ

同

規

模

の

新

棟

を

増

築

。

新

し

ゃ

へ

い

棟

は

外

断

熱

化

と

日

射

遮

蔽

、

最

新

型

の

Ｇ

Ｈ

Ｐ

採

用

等

を

行

い

、

既

存

棟

も

Ｇ

Ｈ

Ｐ

の

更

新

と

Ｌ

Ｅ

Ｄ

照

明

の

採

用

を

行

う

こ

と

に

よ

り

、

２

棟

の

Ｚ

Ｅ

Ｂ

対

象

エ

リ

ア

全

体

で

１

次

エ

ネ

ル

ギ

ー

消

費

量

を

�

％

削

減

し

た

。

アール・ビー・コントロールズＺＥＢ化の概要

　▶所在地＝金沢市▶延床面積＝４６３０平方㍍（Ｚ

ＥＢ化対象部分）▶ＺＥＢの分類＝ＺＥＢ　Ｒｅ

ａｄｙ▶１次エネルギー削減率＝�％▶主なガス

設備（容量）＝ＧＨＰ（５６６㌔㍗）▶ＺＥＢのポ

イント＝徹底した外断熱と空調のダウンサイジン

グでＺＥＢ達成

ダウンサイジング（容量低減）の概念図

　

Ｒ

Ｂ

Ｃ

に

ガ

ス

を

供

給

し

て

い

る

金

沢

エ

ナ

ジ

ー

の

市

村

知

之

業

務

用

営

業

課

主

査

は

「

こ

の

ビ

ル

の

省

エ

ネ

性

は

、

ガ

ス

事

業

者

の

営

業

担

当

の

私

が

一

番

実

感

し

て

い

る

。

増

築

で

延

べ

床

面

積

が

ほ

ぼ

倍

に

な

っ

た

の

で

、

ガ

ス

の

使

用

量

も

倍

に

な

る

と

期

待

し

た

が

、

実

際

に

増

え

た

の

は

２

％

だ

け

。

こ

ん

な

こ

と

は

今

ま

で

に

な

い

。

び

っ

く

り

す

る

ほ

ど

の

省

エ

ネ

ビ

ル

に

な

っ

た

」

と

驚

き

を

隠

さ

な

い

。

　

Ｚ

Ｅ

Ｂ

化

の

対

象

は

、

新

棟

の

全

体

（

事

務

室

と

社

員

食

堂

）

と

渡

り

廊

下

で

結

ん

だ

既

存

棟

の

一

部

を

合

わ

せ

た

４

６

３

０

平

方

㍍

と

し

、

既

存

棟

の

燃

焼

試

験

室

、

先

進

体

験

室

な

ど

一

部

の

部

屋

は

用

途

が

違

う

た

め

対

象

外

と

し

た

。

　

新

棟

の

断

熱

性

能

は

、

躯

体

の

外

側

に

断

熱

材

を

配

し

、

さ

ら

に

金

属

材

で

外

装

す

る

「

外

断

熱

」

、

「

床

下

断

熱

」

、

「

日

射

遮

蔽

ル

ー

バ

ー

」

、

「

Ｌ

ｏ

ｗ

―

Ｅ

真

空

ペ

ア

ガ

ラ

ス

」

な

ど

に

よ

り

格

段

に

向

上

。

こ

の

た

め

新

棟

の

空

調

は

、

既

存

棟

Ｇ

Ｈ

Ｐ

６

台

に

対

し

４

台

と

い

う

ダ

ウ

ン

サ

イ

ジ

ン

グ

を

実

現

し

た

。

容

量

削

減

は

空

調

の

能

力

不

足

に

つ

な

が

り

か

ね

な

い

が

、

寒

冷

地

の

金

沢

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

社

員

か

ら

快

適

性

が

上

が

っ

た

と

の

声

が

出

て

い

る

。

「

こ

れ

も

暖

房

に

強

い

Ｇ

Ｈ

Ｐ

の

採

用

の

メ

リ

ッ

ト

」

と

市

村

主

査

は

言

う

。

　

創

エ

ネ

に

つ

い

て

は

、

新

棟

屋

上

に

出

力

�

・

２

㌔

㍗

の

太

陽

光

発

電

を

搭

載

。

２

棟

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

は

、

ビ

ル

エ

ネ

ル

ギ

ー

管

理

シ

ス

テ

ム

（

Ｂ

Ｅ

Ｍ

Ｓ

）

に

よ

っ

て

見

え

る

化

さ

れ

て

い

る

。

新

旧

両

棟

の

設

備

を

電

力

使

用

量

の

多

い

順

に

ラ

ン

ク

付

け

し

、

上

位

ラ

ン

ク

の

設

備

か

ら

対

策

を

打

っ

て

い

る

と

い

う

。

Ｒ

Ｂ

Ｃ

品

質

保

証

部

の

山

田

友

香

理

主

事

は

「

給

湯

の

湯

温

設

定

が

初

期

値

の

ま

ま

だ

っ

た

の

で

、

沸

き

上

げ

温

度

を

下

げ

て

、

休

止

日

設

定

の

見

直

し

な

ど

も

行

い

、

給

湯

器

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

消

費

量

を

�

％

削

減

で

き

た

」

と

話

す

。

Ｂ

Ｅ

Ｍ

Ｓ

に

よ

り

効

果

が

見

え

る

よ

う

に

な

っ

た

こ

と

で

「

省

エ

ネ

へ

の

社

員

の

や

る

気

が

増

し

て

い

る

」

と

話

す

。

　

Ｒ

Ｂ

Ｃ

は

、

「

品

質

に

か

か

わ

る

重

要

な

パ

ー

ツ

は

自

社

で

開

発

・

生

産

す

る

」

と

い

う

リ

ン

ナ

イ

グ

ル

ー

プ

共

通

の

方

針

に

従

い

、

電

子

制

御

ユ

ニ

ッ

ト

、

防

水

を

施

し

た

リ

モ

コ

ン

、

点

火

装

置

な

ど

を

開

発

・

生

産

す

る

。

本

社

で

は

、

製

品

開

発

、

生

産

技

術

、

品

質

保

証

、

購

買

な

ど

を

担

当

、

成

果

は

国

内

２

工

場

、

海

外

子

会

社

２

社

の

生

産

拠

点

で

生

か

さ

れ

る

。

　

今

回

の

本

社

改

修

は

、

「

当

社

の

技

術

力

を

向

上

す

る

意

味

合

い

も

含

め

て

開

発

環

境

、

生

産

の

た

め

の

環

境

、

顧

客

提

案

の

土

壌

を

整

備

す

る

た

め

に

戦

略

的

に

行

っ

た

」

と

中

川

祐

孝

生

産

技

術

部

責

任

者

は

言

う

。

こ

れ

ま

で

外

部

で

行

っ

て

い

た

燃

焼

試

験

も

社

内

で

き

る

よ

う

に

な

る

な

ど

、

迅

速

な

開

発

に

役

立

ち

そ

う

だ

。

　

購

買

部

や

総

務

部

な

ど

の

間

接

部

門

で

は

、

Ｚ

Ｅ

Ｂ

改

修

に

よ

り

快

適

性

が

上

が

っ

た

と

の

声

が

あ

る

。

「

以

前

は

エ

ア

コ

ン

と

ガ

ス

フ

ァ

ン

ヒ

ー

タ

ー

を

併

用

し

て

い

た

が

、

現

在

は

Ｇ

Ｈ

Ｐ

の

み

で

充

分

暖

か

い

」

（

山

田

主

事

）

た

め

、

職

場

環

境

の

改

善

や

生

産

性

ア

ッ

プ

に

寄

与

し

て

い

る

。

　

Ｒ

Ｂ

Ｃ

本

社

の

Ｚ

Ｅ

Ｂ

化

は

、

設

計

を

担

当

し

た

高

屋

設

計

環

境

デ

ザ

イ

ン

ル

ー

ム

が

提

案

し

た

。

高

屋

利

行

社

長

は

「

新

棟

の

断

熱

性

能

向

上

は

イ

ニ

シ

ャ

ル

コ

ス

ト

が

か

さ

む

が

、

Ｚ

Ｅ

Ｂ

と

い

う

高

い

レ

ベ

ル

を

達

成

す

れ

ば

国

の

支

援

も

あ

る

上

、

光

熱

費

が

下

が

り

ラ

ン

ニ

ン

グ

コ

ス

ト

も

下

が

る

。

既

存

棟

を

ど

う

有

効

活

用

す

る

か

も

大

き

な

課

題

だ

っ

た

。

そ

の

中

で

最

適

解

を

探

り

、

そ

れ

に

Ｒ

Ｂ

Ｃ

が

理

解

を

示

し

て

く

れ

た

」

と

振

り

返

る

。

　

Ｒ

Ｂ

Ｃ

は

リ

ン

ナ

イ

グ

ル

ー

プ

の

一

員

と

し

て

事

業

活

動

か

ら

排

出

す

る

二

酸

化

炭

素

（

Ｃ

Ｏ

２

）

の

削

減

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

同

社

は

「

す

で

に

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

由

来

の

電

力

を

使

用

し

て

い

る

が

、

次

は

金

沢

エ

ナ

ジ

ー

が

販

売

予

定

の

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

都

市

ガ

ス

も

検

討

し

た

い

」

（

木

村

裕

二

常

務

取

締

役

）

と

、

「

ガ

ス

で

Ｚ

Ｅ

Ｂ

化

」

の

先

を

見

据

え

て

い

る

。




